


（１）目指す共生社会の姿

◆すべての人の尊厳と平等が守られる社会

すべての人が、その背景や特性にかかわらず、尊厳を守られ、平等に権利が保障され

る。

◆相互支援の意識が醸成された社会

コミュニティ内で住民同士が互いを支え合い、行政と連携して課題解決に取り組み

相互理解を深める仕組みが整備されている。

◆誰もが自分らしく生きられる社会

誰もが自身の居場所を実感し、安心して快適に生活できる環境が整備されている。

◆偏見や差別の解消を目指す社会

自らの偏見や差別に気づき、言動をあらため、「心と社会のバリアフリー」が広がる。

◆多様性を尊重する制度が整備された社会

多様性を尊重するための仕組みや制度が確立され、地域全体で共有されている。

（２）現状・課題

多様性を尊重し合う共生社会を推進する上で、以下の現状と課題があります。

与謝野町の現状と課題

◆人権や多様性について対話する場が不足している。

◆大人は人権や多様性への関心が低く、学びの機会を提供しても参加者が少ない。

◆マイノリティが抱える生きづらさを、マジョリティが十分に理解していない。

◆マイノリティの人々が必要とするサービスが十分に提供できていない。

具体的な課題

◆子ども:家庭と社会とのネットワークが弱体化しており、いじめや虐待等に早急

に対応できる機能的な体制が十分に整備されていない。

◆高齢者:地域で活躍する場が不足し、住み慣れた地域で過ごすための支援、社会

基盤等が十分でない。

◆障害者:差別解消の推進の寄与に関する国民の責務が十分に認識されていない。

また、個々の状況に応じて対応できる体制が十分に整備されていない。

◆女 性:地方では性別役割分担意識の考え方が根強く残り、社会進出や地域定

住、男女共同参画が進んでいない。また、女性は性別ゆえに、さまざまな

暴力の被害者になりやすい。

◆性的少数者:社会の理解が十分ではなく、パートナーシップ制度を利用する際の

心理的な障壁が高い状態にある。



◆外国人:言語の壁や文化的な違いに対する理解や社会的支援が不足しているため

必要なサービスが受けられず、地域社会への参加が困難である。

（３）推進するための基本的な考え方

◆人権や多様性を尊重する意識を醸成する機会の創出

◆人としての尊厳を尊重し、自律性を高める教育・啓発の推進

◆社会的制度による共生社会の実現

２．多様性を尊重し合う共生社会づくりを推進するための取組

多様性を尊重し合う共生社会づくりを推進するために、前章で示した「多様性を尊重し

合う共生社会づくりを推進するための基本的な考え方」に則った取組を行う。また、それ

らの取組を複合的に行うことにより相乗効果を生み出すことが重要と考えます。

本検討委員会では、一人ひとりが様々な違いがある個人として尊重され、互いに認め合

うことができる共生社会を実現するため、以下の取組を提案します。

（１）人権や多様性を尊重する意識を醸成する機会の創出

人権や多様性を尊重するためには、まず、住民が異なる価値観や背景を持つ他者の存

在を知ることが重要です。異なる属性の人々が交流し、互いの違いを理解する機会を設

けることで、無意識の偏見や差別に気づき、言動をあらため、地域全体で多様性を理解

し、肯定的に受け入れる意識を醸成します。

具体的な取組

◆日常的な地域交流とイベントの実施

◆意見交換の場の創出

◆広報活動の強化

（２）人としての尊厳を尊重し、自律性を高める教育・啓発

子どもから大人まで、すべての世代が多様性を学び理解し、人権を尊重する姿勢を身に

付けることを目指します。また、家庭や職場、地域など、社会のあらゆる場面で多様性の

尊重を実践するための知識や意識を高めます。

具体的な取組

◆生涯を通じた人権教育・啓発を根気強く継続

◆学校・ＰＴＡ、地域、関係団体や企業と連携した効果的な研修・周知活動の実施

◆すべての人が取得しやすく、わかりやすい情報の提供



◆マイノリティを理由とした暴力や不当な差別的取扱いを防ぐための啓発強化

◆地域社会における人権教育・啓発のリーダーを育成する制度強化

（３）社会的制度による共生社会の実現

人権や多様性を尊重し合う共生社会を実現するためには、個人の意識や教育だけでな

く、具体的な政策や制度が整備される必要があります。広く多様な立場の意見を収集し、

政策や制度を積極的に整え、それを住民に周知することで多様性を支える環境を築きま

す。

具体的な取組

◆多様性を尊重し合う共生社会づくりを推進する例規・環境・施設の整備

◆相談窓口の整備と連携強化

３．おわりに

本検討委員会では、与謝野町が目指す「多様性を尊重し合う共生社会」の実現に向け

た基本的な考え方、必要な取組を多様な立場の委員が議論を重ね、答申を取りまとめま

した。

しかしながら、与謝野町には約 2万人の住民が暮らしており、すべての住民の意見を

十分に反映できたとは言えません。今後、本答申を基に、多くの住民の声を取り入れな

がら施策を展開し、多様な背景を持つすべての住民が安心して暮らせる地域となること

を願っております。

本答申が、与謝野町の未来をより豊かで住みやすいものとする一助となることを期待

し、ここに提言します。

以上



（別紙）

審議した日程や内容、委員名簿については以下のとおりです。

【審議会の開催日程】

【与謝野町多様性を尊重し合う共生社会づくり検討委員】

回 日にち 内容

1 R5.10.27（金）
・諮問

・検討のプロセスについて

2 R6.02.09（金）

・パートナーシップ制度等の概要について

・多様性を尊重し合う共生社会づくりのためのアンケート分析結果

報告、今後の方向性の検討

3 R6.07.05（金）

・与謝野町パートナーシップ制度の導入に向けて

・多様性を尊重し合う共生社会を実現するための課題抽出・原因・

解決のための振り返り

4 R6.10.11（金）

・多様性を尊重し合う共生社会づくりの推進について（グループワ

ーク）等

・与謝野町パートナーシップ宣誓の取扱いに関する要綱（案）

5 R6.11.22（金）

・多様性を尊重し合う共生社会づくりの推進について（グループワ

ーク）、答申（案）の協議等

・与謝野町パートナーシップ宣誓制度の導入

6 R7.02.07（金）

・多様性を尊重し合う共生社会づくりの推進に関する答申（案）に

ついて

・一人ひとりの多様性が輝く与謝野町へ（多様性啓発冊子）

・企業・事業所向け LGBTQ 研修会の報告

役 職 氏 名 役 職 氏 名

委員長 渋谷 節子 副委員長 足立 英子

委員 青木 学 委員 市田 孝史

委員 後藤 公一 委員 後藤 昌典

委員 澤田 将樹 委員 西原 新介

委員 前田 洋佐 委員 村田 晋太郎


